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石狩市公立小中学校事務職員学校間連携会議

議　長　　高　橋　純　一

石狩市公立小中学校事務職員第８回学校間連携会議報告について

　過日開催をした表記会議について別紙の通り報告するのでご査収くださいますようよろしくお願い申し上げます。

石狩市公立小中学校事務職員第８回学校間連携会議

２０１０年３月４日　　（市事協定例会終了後）
於：市庁舎４０１号会議室
１．議長挨拶
２．経過報告

2010/2/23
日刊連携会議４６号（新しい児童生徒イスに髪の毛が挟まる件について）
2010/2/18　
日刊連携会議４５号（理科設備納入に関わる現有数報告について）

2010/2/５
第７回連携会議
2010/2/3
日刊連携会議４３・４４号（電子黒板とPCを繋ぐケーブルについて・就学援助制度の周知方法について）
３．白書・提言作成に係る提言内容の検討について
　　　事務局より趣旨説明を行い、３月１６日予定の次回連携会議で最終確認を行うことを周知しました。
４．備品管理システムにかかわる交流
　　　前回の連携会議に続き、備品管理システムの現状について交流を行いました。意見の概容は、
　　①市内で統一してほしい、②ID管理方式は便利、などの意見が出る一方、③マイクロソフトアクセスがうまく動作しない、④分類表が現状に合っていない、⑤システムをきちんと管理できる人がいない、等の課題も出されました。今後もう少し検討を重ね、連携会議としての見解をまとめることとしました。
５．新JISイスに髪の毛が挟まる件について交流
　　　現在、南線小学校・望来小学校・石狩小学校・樽川中学校から報告がありました。引き続き各校での情報収集をお願いしました。
６．連絡事項
＜別紙１＞白書・提言作成に係る提言内容の検討について

　

　　白書・提言の作成に関わっては、これまでの連携会議で、具体化に向けた提案を行ってきましたが、最終案が出来たのでご検討ください。

１．「白書・提言」という名称をこれまで使ってきましたが、「白書」部分は今年度十分なレベルに達しなかったので、１年間のまとめという意味で、「石狩市の学校間連携（２００９年度版）」という名称にしたいと思います。
２．「石狩市の学校間連携（２００９年度版）」という名称に沿って、内容を構成しました。
３．提言は今回７項目です。予定していた項目でもう少し実態調査や検討が必要と思われるものなどは次年度に向けて作業を続けます。

４．「白書」は、今年度のとりくみ状況は十分なレベルまでに達しなかったが、白書の目的であるところの、「実態を明らかにする」という点は、ホームページの活用などをとおして一定程度成果がえられたと考えます。
　「白書」的な内容をどのように充実させるか、さらに検討を加えていきたいと思います。
※最終検討は第９回連携会議で行います。

　　



































































